
開設会場：青森本部 

 
 

【集団指導】競い合って伸ばす！ 
 
現段階での予定となります。科目を含め変更になる場合がございます。 

★ は 開講準備中となります。 基準の人数等もありますが、開設に向け最大限努力して参ります。 
 

＜受講基準（集団指導）＞ 【マスター】通知表５教科合計１５以上    【エクセル】通知表５教科合計２１かつ選抜試験合格者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別指導】科目・レベル等、全て個に応える！ 

教室 曜日 時間帯 

青森本部 月・火・水・木・土 平日 17：10～18：20、18：30～19：40 

19：50～21：00  
 

 
 
 
 

土曜    13：00～14：10、14：20～15：30、15：40～16：50、

17：10～18：20、18：30～19：40 、19：50～21：00 

造道会場 月・火・水・木・土 

佃 会場 月・火・水・木・土 

緑 会場 月・火・水・木・土 

上古川会場 月・火・水・木・土 

新設 富田会場 月・火・水・木・土 

弘前駅前会場 月・火・水・木・土 

新設 松原会場 月・火・水・木・土 

 
  

 

会場 学年 コース 月 火 水 木 金 土

18:00-19:20 18:00-19:20
英語・国語 数学
19:40-21:10 19:40-21:10
英語・国語 数学
19:30-21:10 19:30-21:10 19:30-21:10

数学 理科・社会 英語・国語
19:10-21:10 19:10-21:10 19:10-21:10

数学 英語・国語 理科・社会
17:20-19:00

国語
19:00-21:10 19:00-21:10

英語 数学
19:00-21:10 19:00-21:10

英語 数学
18:20-21:10 19:00-21:10

数学 英語
大学受験

青森本部
国語

エクセル★中３

中１ マスター★

中２ マスター

高１ 大学受験

マスター

大学受験高２

高３



【中学生】 集団授業２コース 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会基準：試験選抜制 ／ 通知表５教科合計21以上 開設会場：青森本部 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入会基準：通知表５教科合計15以上  開設会場：青森本部・造道会場 
 

【全学年】 個別指導コース  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

青森市内・弘前市内の全会場にて開講！ 
  

【中学･高校】オンラインコース 
 

①精鋭講師陣の授業をご自宅で 授業評価の高い人気のトップ講師が授業を配信！ 

②オンラインでも計画的に視聴できる 時間割・カリキュラム有り 見逃し配信も可能 

③通塾時と同じ臨場感 試験によく出る問題のまとめと演習を繰り返すので集中できる 

④教科書レベルから入試レベルまで 進学会のテキストの中でも大切な問題を厳選 

 

少人数で上位高を目指すコース 

１.進度も定期試験対策も各中学校に準拠  

２.上位高合格にターゲットを絞った授業！ 

３.質問しやすい！先生との距離が近い！ 

青森高校を目指す選抜コース 

超基本から超ハイレベルまで。すべて対応可能！ 



【集団指導】継続授業のご案内 定期試験対策を通した入試対策・新学力対策 

 

 

 

 

 

～フィードバックシステムで、学習の悩みを改善しませんか？～ 

①「部活で疲れた」と言って、家で勉強しない… テスト前しか勉強しない… 

②「復習しなさい」と言っても、「覚えた」「もう見たから大丈夫」と言って繰り返しやらない… 

③「勉強が面白くない」と言って、やる気がない… 熱心に指導してくれる先生がいない… 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「復習が大事」と言われることは多いと思いますが、 

増進会では効果的な『復習プログラム』をご用意して 

おります。（単に、家庭学習用教材で復習させるわけで 

はありません） 

Ｓ-ＰＬＡＳは、授業で扱った内容を復習する専用プリント 

です。（Ａプリント） 

解いたプリントを提出し、翌週に丌正解だった問題の類 

題プリントをお渡ししています。（Ｂプリント） 

 さらに、定期試験前には試験範囲の該当箇所を指定し、 

間違えた問題をまとめて再出力することができます。 

復習も含めた指導まで行うのが当会の強さの秘訣です！ 

 

進学会の授業は『予習調べ』からはじまります。予習を通して、 

「できる」と「できない」を明確にし、毎回の授業に目的意識を持っ 

てもらいます。 指導する我々も予習状況から、どこを重点的に指導 

すべきかを判断しで授業を行います。『予習』が学習効果を上げる秘訣です。 

 

予習調べをしているので、各自の弱点に合わせて効果的に授業をし 

ます。『発問』が多く適度な緊張感とわかりやすく楽しい授業が魅力です。 

 使うテキストは進学会のオリジナルテキストです。学校の教科 

書に対応した教材を目的別・レベル別に作成しています。生徒を知る 

講師陣が執筆を行うことで、限られた指導時間の中で、効果的に必要 

な学習事項が習得される『最高の教材』を生み出しています。 

進学 太郎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学会は学校の『先取り』を行うので、学

校は復習の場となります。 

学習効率も良く、知っている内容だから、

積極的に発表できるので、『内申点』も期待

できます。 

 

【５科目+計算英単語】×【年間12回】＝合計72回の到達度 

確認テストを通常授業時に実施します。 

７２回すべてのテストにおいて、平均点・全国順位だけでなく、 

偏差値まで出します。全国展開の総合学習塾だからこそできる統

計処理が進学会にはあります。 

 

定期試験２週間前から『試験対策授業』がスタート！ 

 

各中学の定期試験問題の『回収・分析』をしています。 

 単に試験範囲の授業をするのではなく、『頻出問題や差が付く 

問題』をテキストの試験対策問題を通じて、指導しています。 

 

 

全国一斉模試（合格判定テスト・学力コンクール）は中３で全８回、 

小４～中２では全７回あります。全国一斉模試は全国で同日に開催され、 

志望高の合格可能性を精密に判定します。 

試験範囲は今までに学習した全範囲が出るので、定期試験だけではわ 

からない『真の学力』がわかります。さらに、テスト終了後はできな 

かった問題の解き直しをしてもらいます。進学会は、『弱点』に焦点 

を当てて、徹底的に反復させるシステムを持っています。 

 

春・夏・冬の講習は復習が中心です。講習の始めには、 

『弱点診断テスト』があり、『弱点』を把握した上で、講 

習に臨めるようになっています。 

 「できない」を「できる」に変える。言葉では簡単そうに聞こ 

えますが、お子様ひとりでは難しいことです。 

進学会にはそれができる『システム』があります。 



【個別指導】 継続授業ご案内（小学生・中学生・高校生） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
        

1．個別指導はこんな人にピッタリの学習方法です！ 

 

☆ 附属中や私立中受験をするので、発展問題を中心に特訓したい。 

☆ 苦手科目がはっきりしていて、基礎基本からじっくり学びなおしたい。 

☆ 習い事が多く、集団指導の週３回が難しいので週１回から試験対策や受験対策をしておきたい。 

☆ 部活が終わってからでも、ゆったり通える時間帯に勉強したい。 

☆ 以前、他の塾に通っていたけど、成績が上がらない。個別指導でみっちり教えて欲しい。 

☆ 物理・化学や数学、苦手で、学校の問題集（課題）を中心に教えて欲しい。 

☆ 市販教材や通信教材で勉強しているが、分からないところだけを教えて欲しい。 

☆ 普段塾に通っているけど、もっと強化したい科目がある。 
 

 

2．個別指導は 「1回70分」 が基準です。 

□ 週1回で１つの科目を指導します。２科目指導を希望する場合は、週２回の通塾をお勧めします。 

□ 教材は持込ＯＫです。当会で用意することもできます。 

□ 曜日，時間帯を自由に決められます。学校や部活動，他の習い事との両立もできます。 

□ 1コマあたり，月1回振替受講できます。前日までにご連絡下さい。※当日や後日の連絡の場合，振替受講はできません。 
 
 
 
 

中学生  

超部活対応 英数 19：50からスタート。定期試験対策を通した入試対策。習う科目の点数アップを目的に頑

張ろう。２科目で２０点あげることを目標に。レベルを上げた指導も可能。 

教材：学校準拠ワーク持ち込み など レベル：★～★★★ 週２回 予習：不要 

 

小学生  

弘前附属中受験コース 中学受験に於いてもっとも差の付く応用問題を徹底的に鍛える講座。一回理解しないこと

には始まらない有名な応用問題。志望校合格のため、理解度を徹底的に上げる。 

教材：受験テキスト など レベル：★★～★★★ 週３回 予習：要 

 

 

中学生  

国語 記述力養成 国語の記述力を最上位に持って行く。国語のプロに１年間習い、添削を受けることで大き

く変わる国語。読解も証拠主義で大きく変わる。将来を大きく変えよう！ 
教材：記述問題の解き方、キーワード戦略 など レベル：★★～★★★ 週２回 予習：不要 

 

中学生  

理社 苦手分野克服  理科・社会は５科目で２００点分。一回理解すれば得点源となる理科。勉強する時間を増

やすと変わっていく社会。学年・分野を遡った学習も可能です。 
教材：ウェイ・アップ(各教科) など レベル：★～★★ 週２回 予習：要 

 

中学生  

青高・弘高への数学 有名な応用問題の次元を、学校レベルではなく、最高レベルまで引き上げる。 

その時点での青高・弘高レベルはおろか、旧帝大クラスまで引き上げるハイパー講座。 
教材：関数・図形の解き方 など レベル：★★★★ 週２回 予習：要 
 

 



  

  

予習→授業→復習→テストのサイクルで 

成績を上げるフィードバックシステムを 

さらに強化する画期的な学習システム 

 

 当会では［予習→授業→復習→テスト］のサイクルで成績を上げる

「フィードバックシステム」をさらに強化する画期的な学習システムとし

て、復習システム「Ｓ-ＰＬＡＳ」を導入しました。これにより、多くの皆さ

まからの「復習をより強化してほしい」というご要望にお応えすることが

できるものと確信しております。 

 

 新学習指導要領に対応した教材、あるいは、上位高校合格に向け

たテキスト・テストの改定、定期試験の点数アップにつながる指導の

強化など、より品質の向上、成績向上、最終的には学習塾の使命で

ある、お子様の志望校合格につながる指導を強化していく考えで

す。今後とも、お子様の成績向上・志望校合格に向けて、ご協力を

お願いいたします。 

 

引き続き、生徒皆様の学力向上・第一志望校合格をしっかりとサポ

ートしてまいります。 

 

Ａプリは塾で採点→結果を復習システム「S-PLAS」に登

録→Bプリを出力します 

 

 



 

 
Ｓ-ＰＬＡＳ の効果 

 

 

 

 

 家庭で学習内容を復習できる 

プリントを宿題として配付 
 

「塾の授業を受けて、解き方が分かったつもりになっていても、実際に似たような問題を解いてみると解けない」というケースは

少なくありません。なぜなら、人間は復習をしないと、学習した内容の大半を忘れてしまうからです。学習内容を定着させるた

めには、早いうちに復習をする必要があります。大事なことは分かっていても、なかなか実行できないのが復習です。 
 

 

 

 
Ｓ-ＰＬＡＳ の効果 

 

 

 

 

間違った問題だけを 

類題で徹底演習 
 

「アタックプリント（Ａプリ）」を次の授業時に提出すると、塾で採点し、その結果を「復習プリントシステムＳ-ＰＬＡＳ」に登録します。

「できた問題」「できなった問題」が明確になるだけでなく、コンピューターが素早く間違った問題を分析し、Ｓ-ＰＬＡＳシステム

に登録された多くの類題の中から、間違った問題を完璧に解けるための「ブラッシュアッププリント（Ｂプリ）」を出力します。こ

のプリントは、自分が間違った問題に対応した類題だけを集めた、一人ひとりに対応した「自分専用の復習プリント」です。こ

のプリントを完璧に解けるようになれば、授業の内容も「完全」に「理解」でき、かつ、問題を「完全」に「解くこと」ができるように

なります。自分だけでは解けなかった問題は、どんどん担当の先生に質問してください。そうすれば、皆さんの成績は短期間

のうちに一気に上がるはずです。 
 

 

 

 
Ｓ-ＰＬＡＳ の効果 

 

 

 

 

定期試験・模擬テストの前に 

効率よく復習 
 

「アタックプリント（Ａプリ）」の結果は、Ｓ-ＰＬＡＳシステムに登録され続けます。したがって、学力コンクールや合格判定テスト、

中学受験模擬テスト前に試験範囲となっている単元の中の間違った問題を再出力すれば、効率よく、かつ計画的に試験勉

強ができます。もちろん、学校の定期試験前にも、定期試験対策の一環として試験範囲の単元の中の間違った問題を再出

力することも可能です。定期試験前に自分の間違った問題を解きなおせば、同じ間違いを定期試験当日にすることはなくな

ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


